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S2-B3 Fujitsu Experience Day 2026

データとAIで挑む

機能性食品の先進研究開発

2026年7月16日（木） 12:00~12:30
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データとAIで挑む次世代創薬

富士通株式会社

クロスインダストリーソリューション事業本部

Trusted Society事業部 Life Scienceグループ Head

櫻井俊
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創薬領域における課題

● 創薬は本質的に仮説→実験→検証→再試行という試行錯誤のサイクルに依存しているが、
その探索効率の低さ・複雑さにより、成功確率の低下や開発コスト・期間の増大を招いている。

その結果、新薬を必要とする患者さんに価値を届けるまでの時間も長期化。さらに、規制の強まり、それに
付随する取得必要データの増大により、従来の創薬アプローチは限界を迎え、いま起きな転換点にある

臨床後期での失敗リスクと影響

事前にリスクや結果を
予測できない

サイエンスベースの
意思決定に繋がらない

体の中で起きていることを
把握しきれない

再試行による開発コストの増大、
売上機会の損失

実験制約（倫理・コスト・時間）
による検証の限界

病気の複雑な発生メカニズム

薬剤に対する複雑な生体反応

患者ごとの薬剤に対する
反応の違い

経験と勘に依存した意思決定

データの分断

規制当局への説得・合意の難しさ
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AIを活用した創薬DX：QSPモデル

● QSPは、薬・疾患・体内の関係を数式で表現し、人体のメカニズムをデジタル空間上に再現する技術。

● これにより、薬の有効性や副作用、どのような患者に効くのかをシミュレーションによって事前に予測可能と
なる。富士通は、世界最高水準のQSP臨床予測技術を有するNova In Silico社との戦略パートナーシップ
を通じて、この価値を日本市場で実用化

インプット QSPモデル（シミュレーションエンジン） アウトプット

疾患・体内メカニズム情報

医薬品情報

患者・健常人の情報

実験データ / 論文情報

薬がどれくらい効くか

副作用はどの程度か

薬が効く患者の集団と
その特徴は？

薬や機能性食品と疾患・体内がどうかかわるかを
数式で表現

時間の経過とともに、疾患・体内の状態や薬の
効果をシミュレート

まるで人体とその中で起こっていることを再現する
デジタルツイン

QSPモデルの目的
⚫ 新薬の研究開発を、より早く、より安全に、より効果的に推進
⚫ 一人一人に合った最適な治療法・予防法の発見
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研究開発の意思決定を高度化

● QSPは、試験データや患者情報などの多様なデータを統合し、生体のメカニズムをモデルとして

再現することで、「なぜ効くのか」という因果関係を明らかにする。さらに、バーチャル臨床試験に
よって有効性・副作用・個人差を事前に予測することで、実験に依存した試行錯誤から脱却
し、”意思決定できる予測”へと研究開発を進化させる

入力データ収集・統合
•薬物データ（PK/PD）
•疾患メカニズム情報
•非臨床／臨床データ

疾患・薬理モデル構築
•生体内メカニズムを数理表現
•因果関係に基づくモデル化

• 試験成功確率の予測
• 開発判断・設計最適化

モデルキャリブレーション
• 実験・臨床データによる最適化
• 予測精度の向上

• 個体差を反映した集団生成
• デジタルツイン技術活用

1 2 3 4 5入力データ収集 モデル構築 バーチャル患者生成モデル最適化 臨床試験
シミュレーション
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創薬DXのアプローチを機能性食品研究分野へ

● 機能性食品は、医薬品に比べ、作用がより
広範となるため、その効果予測やエビデンス
確立には膨大な時間と労力を要する領域

● こうした課題に対し、QSPモデルを本格的に適

用するという世界的にも先駆的な取り組みを、
キリンホールディングス様との共同研究と
して挑戦
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Thank you
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contact-events-fed@cs.jp.fujitsu.com

本資料に関するお問い合わせは
以下までお気軽にご連絡ください。

お問い合わせ
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